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＜担当スタッフより＞
今しかできないことにどんどん挑戦しよう、また、必ずしも何か一つに目標を
定めて行動しなくても、自由に興味の赴くままに行動することがむしろ、衝撃の出会いに
繋がるのではないかと、この講演からわくわくする気づきがあるかもしれません。
今年度の「総合」の目標である、自分にとって自分軸とは何か、それは必要なのか考える
機会にしてください。

会場：津田塾大学小平キャンパス特別教室

第6回 6月1日（木）13:00〜14:30

総合2023　自分軸を考える～なに、なぜ、どうする～

＜講師プロフィール＞
2008年米国アリゾナ大学言語学科博士課程修了 (Ph.D. in Linguistics)
その後、カナダブリティッシュコロンビア大学博士研究員、

シンガポール国立大学研究員・助教授・准教授を経て 、2021年4月より

津田塾大学学芸学部英語学科英語英文学科准教授。専門は理論言語学　(統語論)、
アジア言語の比較文法研究、シングリッシュを中心とした世界英語の研究。

家では多国籍な3人の子ども（息子と双子の娘）に囲まれている父 。
趣味は自然との戯れ、子供との日々の格闘、そして人間観察。
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